
●
民
主
主
義
と

　

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

　

独
立
後
、
留
保
制
度
が
よ
り
広
範
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
再
構
成
が
促
さ
れ

た
と
い
う
側
面
が
あ
る
こ
と
を
前
回
の

連
載
の
後
半
部
分
で
指
摘
し
た
。

　

た
だ
し
、
留
保
制
度
が
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
在
り
方
に
与
え
た
影
響
に

つ
い
て
考
え
る
場
合
、そ
の
背
後
で「
政

治
」
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て

い
た
の
か
と
い
う
点
に
も
目
を
向
け
る

必
要
が
あ
る
。
実
際
、
一
九
九
〇
年
八

月
に
当
時
の
国
民
戦
線
政
権
が
「
そ
の

他
後
進
諸
階
級
」（
以
下
、
Ｏ
Ｂ
Ｃ
）

へ
の
留
保
の
実
施
を
唐
突
に
発
表
し
た

裏
に
は
、
そ
れ
を
梃
子
に
深
刻
な
内
部

対
立
を
押
さ
え
込
み
、
政
権
基
盤
の
安

定
を
図
ろ
う
と
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｏ

Ｂ
Ｃ
へ
の
留
保
が
宗
教
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
に
与
え
た
間
接
的
な
（
し
か
し
、

き
わ
め
て
深
刻
な
）影
響
に
つ
い
て
も
、

政
治
的
な
思
惑
が
決
定
的
な
役
割
を
演

じ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
一
九
九
二
年
一
二

月
の
ア
ヨ
ー
デ
ィ
ヤ
ー
で
の
モ
ス
ク
破

壊
と
そ
の
後
の
大
規
模
な
コ
ミ
ュ
ナ
ル

暴
動
は
、
留
保
問
題
の
争
点
化
に
よ
っ

て
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
社
会
が
カ
ー
ス
ト
に

沿
っ
て
分
断
さ
れ
る
の
を
避
け
る
た
め

に
、
イ
ン
ド
人
民
党
を
は
じ
め
と
す
る

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
至
上
主
義
勢
力
が
ム
ス
リ

ム
と
の
間
の
宗
教
対
立
を
意
図
的
に
煽

ろ
う
と
し
た
こ
と
が
発
端
だ
っ
た
か
ら

で
あ
る
（
参
考
文
献
①
、
二
三
八
―
二

五
七
ペ
ー
ジ
）。

　

こ
れ
ら
の
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
カ
ー
ス
ト
や
宗
教
と
い
っ
た
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
在
り
方
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
要
素
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

独
立
後
に
導
入
さ
れ
た
民
主
的
な
政
治

制
度
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。実
は
、

こ
の
よ
う
な
議
論
は
比
較
的
早
い
時
期

か
ら
展
開
さ
れ
て
い
た
。
一
九
七
〇
年

に
刊
行
さ
れ
た
『
イ
ン
ド
政
治
に
お
け

る
カ
ー
ス
ト
』
の
導
入
部
分
で
、
こ
の

本
の
編
者
で
あ
る
政
治
学
者
の
ラ
ジ

ニ
・
コ
タ
ー
リ
ー
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

　
「
実
際
に
は
、
カ
ー
ス
ト
と
政
治
の
間

の
相
互
作
用
の
帰
結
は
、
よ
く
い
わ
れ

て
い
る
も
の
と
は
ま
っ
た
く
の
正
反
対

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
政
治
が
カ
ー
ス
ト

に
ま
み
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
カ
ー
ス
ト
が
政
治
化
し
て
い
る
の
で

あ
る
。（
中
略
）
さ
ら
に
、
よ
り
緩
や
か

に
で
は
あ
る
が
、
宗
教
心
や
ム
ス
リ
ム
・

指
定
カ
ー
ス
ト
・
指
定
部
族
な
ど
の
間

で
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
意
識
に
つ
い
て

も
同
様
の
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
。」（
参

考
文
献
②
、
二
〇 

│ 
二
一
ペ
ー
ジ
）。

　

コ
タ
ー
リ
ー
が
こ
の
よ
う
な
議
論
を

展
開
し
た
の
は
、「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
政
治
化
」
に
よ
っ
て
上
位
カ
ー
ス
ト

を
頂
点
と
す
る
階
級
秩
序
に
動
揺
が
み

ら
れ
る
こ
と
を
積
極
的
に
評
価
し
て
い

る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
参
考

文
献
③
）。

●
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
政
治
」

　

の
台
頭

　

上
記
の
引
用
文
で
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
が
政
治
か
ら
受
け
る
影
響
に
よ
り

力
点
が
置
か
れ
て
い
る
の
に
は
、
も
う

ひ
と
つ
の
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
よ
る
政
治
の
侵
食

―
つ
ま
り
、「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

政
治
」
の
台
頭
―
が
は
っ
き
り
と
現
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
〇
年

代
以
降
の
こ
と
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
主
要
な
政
党

が
特
定
の
カ
ー
ス
ト
や
宗
教
を
強
い
支

持
基
盤
と
し
て
い
る
北
イ
ン
ド
の
二
つ

の
州
で
特
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
約
二

億
人
の
人
口
を
抱
え
る
ウ
ッ
タ
ル
・
プ

ラ
デ
ー
シ
ュ
州
（
以
下
、Ｕ
Ｐ
州
）で
は
、

過
去
一
〇
年
に
わ
た
っ
て
二
つ
の
地
域

政
党
が
州
政
権
を
担
っ
て
い
る
。
そ
の

ひ
と
つ
大
衆
社
会
党
は
、
指
定
カ
ー
ス

ト
（
そ
の
な
か
で
も
、
特
に
チ
ャ
マ
ー

ル
と
呼
ば
れ
る
カ
ー
ス
ト
集
団
）
か
ら

の
支
持
を
背
景
に
党
勢
を
拡
大
し
、
二
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〇
〇
七
年
の
州
議
会
選
挙
で
単
独
過
半

数
を
獲
得
し
て
政
権
の
座
に
就
い
た
。

ま
た
、
Ｏ
Ｂ
Ｃ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ヤ
ー

ダ
ヴ
お
よ
び
ム
ス
リ
ム
を
重
要
な
支
持

基
盤
と
す
る
社
会
主
義
党
は
、
二
〇
〇

七
年
の
選
挙
で
州
政
権
を
失
う
も
の

の
、
二
〇
一
二
年
の
選
挙
で
は
大
衆
社

会
党
を
破
り
政
権
の
座
に
返
り
咲
い

た
。
一
方
、
現
在
で
は
二
つ
の
地
域
政

党
の
後
塵
を
拝
し
て
い
る
イ
ン
ド
人
民

党
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
上
位
カ
ー
ス
ト

か
ら
多
く
の
支
持
を
集
め
、
単
独
で
州

政
権
を
担
っ
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
。

　

Ｕ
Ｐ
州
の
隣
の
ビ
ハ
ー
ル
州
で
も
、

Ｏ
Ｂ
Ｃ
に
属
す
る
特
定
の
カ
ー
ス
ト
集

団
を
支
持
基
盤
と
す
る
二
つ
の
地
域
政

党
―
ジ
ャ
ナ
タ
・
ダ
ル
（
統
一
派
）
と

民
族
ジ
ャ
ナ
タ
・
ダ
ル
―
を
中
心
に
、

指
定
カ
ー
ス
ト
を
主
な
支
持
層
と
す
る

別
の
地
域
政
党
や
イ
ン
ド
人
民
党
な
ど

が
入
り
乱
れ
て
、
州
政
治
が
展
開
し
て

い
る
（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
参
考
文
献

①
・
④
を
参
照
）。

　

こ
の
よ
う
な
複
雑
な
政
治
状
況
を
背

景
に
、
各
政
党
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
巧
み
に
利
用
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

選
挙
の
際
に
は
、
特
定
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
に
狙
い
を
定
め
た
政
策
（
例
え

ば
、
留
保
政
策
）
を
盛
ん
に
訴
え
る
こ

と
で
、
他
陣
営
の
支
持
層
の
切
り
崩
し

や
特
定
の
政
党
に
投
票
す
る
傾
向
の
あ

ま
り
な
い
集
団
の
「
浮
動
票
」
の
掘
り

起
こ
し
に
躍
起
と
な
っ
て
い
る
（
参
考

文
献
④
・
⑤
を
参
照
）。

● 
民
主
主
義
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
相
互
作
用

　

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
政
治
に
与
え

る
影
響
を
強
調
す
る
議
論
は
、
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
カ
ー
ス
ト
や
宗
教
と
い
っ

た
要
素
が
政
治
に
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と

に
よ
る
混
乱
や
政
治
的
分
断
と
い
っ
た

否
定
的
な
側
面
に
焦
点
を
当
て
る
傾
向

に
あ
る
。し
か
し
、ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

が
政
治
の
す
べ
て
を
規
定
し
て
い
る
か

の
よ
う
な
見
方
に
は
、
多
分
に
誇
張
が

含
ま
れ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な

い
。
こ
の
点
を
二
〇
一
二
年
の
Ｕ
Ｐ
州

議
会
選
挙
の
事
例
か
ら
検
討
し
て
み
る

こ
と
に
し
よ
う
。

　

こ
の
選
挙
に
つ
い
て
特
に
興
味
深
い

の
は
、
政
権
与
党
の
大
衆
社
会
党
が
ほ

ぼ
す
べ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
得
票

率
を
上
昇
さ
せ
て
い
る
一
方
、
最
も
重

要
な
支
持
基
盤
で
あ
る
指
定
カ
ー
ス
ト

の
間
で
得
票
率
を
大
き
く
減
ら
し
た
こ

と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
他
の
主
要

政
党
も
従
来
の
支
持
基
盤
と
考
え
ら
れ

て
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
か
ら
の
支
持

を
一
様
に
減
ら
し
て
い
る
（
参
考
文
献

⑥
、
表
3
）。
ま
た
、
各
党
の
当
選
者

の
カ
ー
ス
ト
・
宗
教
別
の
構
成
に
目
を

向
け
る
と
、
特
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

へ
の
偏
り
が
徐
々
に
薄
ま
る
傾
向
を
示

し
て
い
る
（
参
考
文
献
⑦
、
表
1
）。

　

し
た
が
っ
て
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
民

主
主
義
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
間
の

関
係
は
、
前
者
か
ら
後
者
ま
た
は
後
者

か
ら
前
者
と
い
う
一
方
通
行
の
よ
う
な

単
純
な
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
互

い
に
影
響
を
及
ぼ
し
あ
う
相
互
作
用
と

し
て
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し

て
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
政
治
を
め

ぐ
る
問
題
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
非

常
に
厄
介
な
も
の
だ
か
ら
こ
そ
、
両
者

の
関
係
が
「
実
際
に
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
」
と
い
う
点
と
「
ど
う
あ
る
べ
き

か
」
と
い
う
点
を
明
確
に
区
別
す
る
こ

と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

（
み
な
と　

か
ず
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

在
デ
リ
ー
海
外
派
遣
員
）

《
参
考
文
献
》

① 

中
溝
和
弥
﹇
二
〇
一
二
﹈『
イ
ン
ド　

暴
力
と
民
主
主
義
―
一
党
優
位
支
配
の

崩
壊
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
政
治
』

東
京
大
学
出
版
会
。

② K
o
th
a
ri, R

a
jn
i 2
0
1
0
. 

“In
tro
-

d
u
ctio
n
: C
aste in

 In
d
ian
 P
o
li-

tics,

" in
 R
a
jn
i K
o
th
a
ri (e

d
.) 

C
aste in

 In
d
ian
 P
o
litics

, 2
n
d
 

ed
itio
n
, O
rien
t B
lacksw

an
.

③ 

佐
藤
宏
﹇
二
〇
〇
八
﹈「
イ
ン
ド
政
治

論
の
メ
タ
モ
ー
フ
ォ
シ
ス
―
一
九
八
〇

年
代
か
ら
九
〇
年
代
以
降
へ
」
近
藤
則

夫
編
『
イ
ン
ド
民
主
主
義
体
制
の
ゆ
く

え
―
多
党
化
と
経
済
成
長
の
時
代
に
お

け
る
安
定
性
と
限
界
』
調
査
研
究
報
告
、

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
。

④ 

中
溝
和
弥
・
湊
一
樹
﹇
二
〇
一
一
﹈『
イ

ン
ド
・
ビ
ハ
ー
ル
州
に
お
け
る
二
〇
一

〇
年
州
議
会
選
挙
―
開
発
と
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
』
機
動
研
究
成
果
報
告
、
ア

ジ
ア
経
済
研
究
所
。

⑤ 

“Pro
m
ises to

 K
eep
: K
ey P

ro
vi-

sio
n
s in

 P
a
rty
 M
a
n
ife
sto
s,

" 
H
in
dustan

 T
im
es, F

eb
ru
ary 1

, 
2
0
1
2
.

⑥ 

“Sixteen
th
 A
ssem

b
ly E

lectio
n
s 

in
 U
ttar P

rad
esh
,

"20
1
2
. E
co-

n
om
ic an

d P
olitical W

eekly
, 4
7
 

(1
4
), p
p
.8
0
-8
6
.

⑦ Jaffrelot, C
h
ristoph

e, an
d
 G
illes 

V
ern
iers 2

0
1
2
. 

“Castes, C
o
m
-

m
u
n
ities an

d
 P
arties in

 U
ttar 

P
rad
esh
,

" Econom
ic and P

oliti-
cal W

eekly
, 4
7
 (3
2
), pp.8

9
-9
3
.

社会主義党の候補者の選挙ポスター。右下には、
同党のシンボルである自転車が描かれている。イ
ンドでは、文字が読めない有権者でも候補者と
その所属政党が識別できるよう、各党にシンボ
ルが割り当てられている。（2012年2月、筆者撮影）
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